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久
保
凛り

ん

さ
ん
世
界
陸
上
出
場

　関
係
者
で
応
援
会
を
実
施

　
串
本
町
出
身
の
久
保
凛
さ
ん
が
、
東

京
・
国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
東

京
２
０
２
５
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
」
の
女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
走
に
、

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
競
技
が
行
わ
れ
た
９
月
18
日
の
午
後

８
時
頃
に
は
、
久
保
さ
ん
が
所
属
し
て

い
た
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
久
保
さ
ん
と
縁ゆ

か
りの
あ
る
方
々
約

１
３
０
人
が
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

応
援
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
久
保
さ
ん
の
名
前
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
る
と
、
会
場
に
は
大
き
な
歓
声
が
沸

き
起
こ
り
、
熱
気
が
一
気
に
高
ま
り
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と
も
に
、

会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最
高
潮
。
国
旗

や
バ
ル
ー
ン
を
振
り
な
が
ら
、「
が
ん

ば
れ
！
」「
い
け
ー
！
」
と
声
援
を
送
り
、

大
舞
台
で
奮
闘
す
る
久
保
さ
ん
を
全
力

で
後
押
し
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が

世
界
陸
上
の
舞
台
で
堂
々
と
走
る
姿
に

「
感
動
し
た
」「
よ
く
頑
張
っ
た
」
と
い

う
声
が
上
が
り
、
涙
ぐ
む
人
の
姿
も
見

ら
れ
る
中
、
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

①②全力で久保さんを応援する関係者の皆さん
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「初春の海中公園」がグランプリ

　
10
月
16
日
、
令
和
７
年
度
の
串
本
町

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
さ
れ
た
吉
田
正
洋
さ
ん
と
山
本
早
苗

さ
ん
が
出
席
。
田
嶋
町
長
か
ら
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
を
受
け
吉
田
さ
ん
は
「
入
賞
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
が

嬉
し
い
。
知
り
合
い
に
配
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
、
山
本
さ
ん
は
「
準

グ
ラ
ン
プ
リ
は
初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。

私
も
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
る
の
が

嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　串本町観光フォトコンテスト

長年の活動が評価されました
　串本町トルコ文化協会が県知事表彰を受賞

　
串
本
町
ト
ル
コ
文
化
協
会
が
和
歌
山

県
知
事
表
彰
の
受
賞
を
受
け
た
こ
と
に

伴
い
、
10
月
17
日
、
田
嶋
町
長
へ
の
受

賞
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
同
協
会
が
発
足
以

来
、
長
年
に
わ
た
り
、
日
本
と
ト
ル
コ

の
友
好
関
係
を
深
め
る
様
々
な
取
り
組

み
に
尽
力
さ
れ
国
際
交
流
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
同
協
会
会
長
の
谷
口
好
布
さ
ん
は

「
受
賞
は
大
変
光
栄
な
こ
と
。
今
後
も

協
会
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

上：今回のコンテストでグラ
ンプリを獲得した福田尚人さ
んの「初春の海中公園」
左：表彰式の様子。左から山
本さん、田嶋町長、吉田さん。田嶋町長と記念撮影をする串本町トルコ文化協会の皆さん
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骨密度測定の実施について／コンテンツ

まちのわだい

同和運動推進月間・人権を考える強調月間／人権講演会

認定こども園の新規入園案内

オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン／浄

化槽法定検査について

「なんたん水」「串本の水」をお届け

町営住宅入居者募集のお知らせ

災害用伝言サービスの開放について

津波避難訓練／緊急地震速報伝達訓練／防災訓練

生ごみ処理容器等購入費補助金／狩猟の解禁について

女性に対する暴力をなくす運動／議会報告会の開催／

自衛官等募集

国民健康保険係からのお知らせ

発達障害に関する講演会／空き家バンクセミナー

健康だより

よろこび・かなしみ／ごみの分別／処理不適物の混入

火災・救急件数／人口と世帯／お知らせ／相談／今月

の納税／町民の皆さまへ

串本町ＬＩＮＥ公式アカウント
①か②の方法でぜひ、友だち追加をお願いし
ます。
①２次元コードから追加する
　右記の２次元コードを読み込む
②検索から追加する
　ＬＩＮＥの検索画面で「串本町」と検索

「まちの保健室」が
町民総合展で骨密度測定を実施します
　まちの保健室では、健幸寿命を延ばすことを目的に町内各所で健康に関する取

り組みを実施しています。どなたでも、お気軽にお越しください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

１１月７日限定
のぼりが
目印です

■日時　１１月７日（金）

　　　　１１：００～１２：００

　　　　１３：００～１６：００

■内容　骨密度測定 /血圧測定

　　　　脳年齢測定（１５：００まで）

　　　　インボディ測定（午後のみ）

　　　　管理栄養士による栄養相談

　　　　保健師による健康相談

■場所　串本町立体育館

■協力　和歌山県健康推進課

　　　　明治安田生命
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小
学
生
が
消
防
士
の
仕
事
を
体
験

わ
く
わ
く
消
防
体
験
を
開
催

　
10
月
１
日
と
８
日
、
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て「
わ
く
わ
く
消
防
体
験
」

が
実
施
さ
れ
、
地
元
の
小
学
３
年
生
が

消
防
士
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
消
防
士
の
仕
事

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
楽
し
み
な

が
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
児
童
た
ち
は
、
消
防
隊
員

の
訓
練
を
見
学
。
迫
力
あ
る
訓
練
を
目

の
当
た
り
に
し
、
大
き
な
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
班
に
分
か

れ
て
体
験
が
ス
タ
ー
ト
。

　
防
火
服
を
着
用
し
て
の
放
水
体
験
で

は
、
水
圧
の
強
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
消
防
車
・
救
急
車
・
救
助

工
作
車
の
説
明
で
は
、
隊
員
が
車
両
の

役
割
や
積
載
資
機
材
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
。
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
を
渡
る
渡
過

体
験
や
庁
舎
・
指
令
室
の
見
学
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
泉
消
防
長
は
「
体
験
を
通
じ
て
消
防

士
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
増
え
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
児
童
か
ら
は
「
も
の

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
体
験
し
た

い
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

①救急車の中で消防隊員の説明を熱心に聞く児童　
②渡過訓練を体験する児童　③体験会の最後には
救助工作車と児童との綱引きも行われ、児童全員
が協力して工作車を動かしました。

Town Topics

中
学
生
が
医
療
現
場
を
見
学

　
く
し
も
と
町
立
病
院
で
10
月
9
日
、

串
本
中
学
校
の
１
年
生
を
対
象
と
し
た

「
一
日
病
院
見
学
・
体
験
」
が
開
催
さ
れ
、

中
学
生
が
病
院
で
の
業
務
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
城し

ろ
た
に谷
病
院
事
業
管
理
者
が

病
院
の
概
要
や
、
医
療
の
仕
事
と
学
校

で
学
ぶ
各
教
科
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

説
明
し
、
聴
診
器
や
エ
コ
ー
を
用
い
て

心
臓
の
音
や
動
き
を
確
認
す
る
体
験
も

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
看

護
部
、
薬
剤
部
、
放
射
線
部
な
ど
の
各

一
日
病
院
見
学
・
体
験
を
実
施

部
署
を
訪
問
。
業
務
の
説
明
を
受
け
た

り
、
妊
婦
体
験
、
手
術
室
や
調
剤
作
業

の
見
学
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
磁
力
体
験
、
リ
ハ

ビ
リ
器
具
の
体
験
、
栄
養
補
助
食
品
の

試
食
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
城
谷
管
理
者
は
「
医
療
と
介
護
を
支

え
て
い
く
人
た
ち
が
重
要
で
す
。
今
日

の
見
学
を
通
し
て
、
将
来
、
医
療
介
護

を
支
え
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
、
参

加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
病
院
の
仕
事
に

つ
い
て
幅
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
、
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

聴診器で心音を確認する生徒

手術室を見学する生徒
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お知らせワイド
information

　同和運動推進月間および人権を考える強調月間の１１月に人権

講演会を開催しています。

　今年度は、元ＴＢＳアナウンサーでエッセイスト・メディア

パーソナリティとしてご活躍されている小島さんを講師にお迎え

し「誰もが幸せになるための道」と題してお話しいただきます。

　現代社会において心身ともに豊かに生活するためのヒントを、

前向きなメッセージとともにお届けします。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

■日　時　１１月１３日（木）

　　　　　【開場】１８：３０

　　　　　【開演】１９：００

※手話通訳・託児あり

　�託児 (対象年齢：生後８か月～未就学児 )は、予約制です (先着 6名程度 )。
　託児を希望される方は、串本町役場企画課までご連絡ください。
　《申込期間》�　１０月２３日（木）～１１月６日（木）※土・日曜日、祝日を除く
　　　　　　　８：３０～１７：１５
　《申 込 先》　串本町役場企画課（℡　０７３５‐６２‐０５５６）

小島慶子さん人権講演会　
「誰もが幸せになるための道」　

住民課からのお知らせ

１１月１日～１１月３０日  『 同 和 運 動 推 進 月 間 』
１１月１１日～１２月１０日  『 人 権 を 考 え る 強 調 月 間 』
　私たちの周りには、同和問題（部落差別）、高齢者の人権、障がいのある方の人権、こどもの人権、

女性の人権、感染症・難病患者の人権、ＬＧＢＴＱや性同一性障がいのある方の人権、働く人の人

権など、さまざまな人権に関わる問題が存在しています。人権とは、すべての人が生まれながらに

持っている、人として幸せに生きていくために必要な、誰からも侵されることのない権利です。

　人権問題は『誰か』のことではなく、自分自身の問題として捉え、人権尊重

の重要性を理解し、人権意識の高揚に努めることが重要です。お互いに認め合

い、すべての人の人権が尊重される豊かで明るい社会の実現を目指しましょう。

■場　所　串本町文化センター　大ホール

■講　師　小島　慶子　氏

■入場料　無料
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お知らせワイド
information

こども未来課からのお知らせ

　こども家庭庁では、毎年１１月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施し、

児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、広報・啓発活動に取り組んでいます。

児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」
いちはやく

※お住まいの地域の児童相談所につながります。
※連絡は匿名で行うことも可能です。

※通話料は無料です。
※連絡者・相談者のプライバシーは守られます。

◇お問い合わせ先◇　紀南児童相談所　新宮分室　℡　０７３５‐２１‐９６３４
　　　　　　　　　　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

■相談窓口　
　虐待は「しつけのつもり」であっても、子どもの心身の健やかな成長に悪影響を及ぼします。

あなたが「もしかして虐待かも？」と思ったら、また、保護者自身が「このままでは虐待してしま

うかも…」と思ったら、お住まいの市町村や児童相談所までご相談ください。

◆身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、
　戸外に締め出す等
◆ネグレクト
　�家に閉じ込める、食事を与えない、ひど
く不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れていかな
い等

◆心理的虐待
　�言葉による脅し、無視、きょうだい間で
の差別的扱い、子どもの目の前で家族に
対して暴力をふるう等　

◆性的虐待
　�子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする等

児童虐待は大きく４つに分けられます

オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

詳細はこども家庭庁ホームページをご確認ください。

お知らせワイド
information

こども未来課からのお知らせ

認定こども園の新規入園案内について

　現在認定こども園等を利用している０歳から４歳児までのお子さんについては、『現況届 兼 

施設利用申込書』の提出が必要です。

　１１月上旬に用紙を配付しますので、必要事項を記入し必要書類を添付のうえ、利用中の認定

こども園、またはこども未来課に提出してください。

※�町内の認定こども園に通われている方については各園から配付、町外の保育所等に通われてい

る方については「こども未来課」から郵送いたします。

　令和８年度の町内認定こども園の新規入園申込を次のとおり受け付けます。

　新規に入園を希望されるお子さんの保護者の方は、指定の申請用紙に必要

書類を添えて、申込期間内に提出してください。

■申込期間　１１月４日（火）～１１月２８日（金）　

　　　　　　８：３０～１７：１５（土・日曜日、祝日を除く）

　　　　　　※仕事等の都合上、どうしても時間内に提出できない場合は、こども未来課へご相談ください。

■申請用紙　�認定こども園、串本町役場（こども未来課）に用意しています。

　　　　　　（申請用紙等については、町ホームページからもダウンロードできます）

■支給認定　�認定こども園に入園するためには「支給認定」を受ける必要があります。これは教育・

保育の給付を受けるために必要な資格で、利用する施設や子どもの年齢、保育の必要

性に応じて１号から３号までの区分があります。

◇提出・お問い合わせ先◇　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７
　　　　　　　　　　　　　（〒６４９‐３５９２　串本町サンゴ台６９０番地５）
　　　　　　　　　　　　　または以下の認定こども園

～ 現在、認定こども園等を利用中の皆さまへ ～

■幼保連携型認定こども園
園 名 所 在 地 電話番号 対象年齢

（令和８年４月１日現在） 開園時間

　串本町立くしもとこども園 串本３８８ １ー ６２ｰ０３５２ 生後６か月～５歳児 ７：３０～１９：００

　社会福祉法人　杉の子会
　上野山こども園 津荷２９ｰ２ ７２ｰ３５７１ 生後８週間～５歳児 ７：３０～１９：００

※１号・２号・３号認定は、教育・保育時間が異なります。詳しくは各こども園またはこども未来課までお問い合わせください。

■幼稚園型認定こども園
園 名 所 在 地 電話番号 対象年齢

（令和８年４月１日現在） 開園時間

串本町立潮岬こども園 潮岬３３４９ １ー３２ ６２ｰ２６０５ ３歳児　～　５歳児 ７：３０～１９：００

※１号・２号認定は、教育・保育時間が異なります。詳しくはこども園またはこども未来課までお問い合わせください。

●�定員超過などにより希望者全員を受け入れすることができない場合、串本町立こども園入園選考
要綱に基づき入園者を選考します。
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水道課からのお知らせ

「なんたん水」「串本の水」をお届けします

お知らせワイド
information

　「なんたん水」は保存期間が５年で、「串本の水」は保存期間が６年と長く、災害用備蓄水として

大きな役割を担う串本の水です。

　「なんたん水」「串本の水」の配達には、通常、配送料（約１，３００円）がかかりますが、次の

期間に限り水道課で無料配達します。

　地震等の災害に備え、この機会に「なんたん水」「串本の水」の備蓄をご検討ください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町役場　水道課　℡　０７３５‐６７‐７２１８

配達予定日

１１月１７日（月）・１８日（火）　　串本、鬮野川、サンゴ台地区

１１月１９日（水）・２０日（木）　　二色、高富、有田、有田上、吐生、田並、田並上、

　　 江田、田子、和深、里川地区

１１月２１日（金）・２５日（火）　　潮岬、出雲、大島、須江、樫野地区

１１月２６日（水）・２７日（木）　　姫、姫川、伊串、神野川、西向、古田、中湊、古座地区

１１月２８日（金）　　　　　　　　 上野山、津荷、田原、上田原、佐部地区

　　　

※配達日については予定です。配達は午前９時から午後５時までの時間に行います。

　天候や在庫状況等により、前後する場合もありますのでご了承ください。

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

\\ 災害用備蓄水 //

■対象者　　

　町内在住の原則として６５歳以上の

　 高齢者世帯（特別な事情がある世帯

は、この限りではありません）

■申込期間

　１１月　４日（火）から

　１１月１４日（金）まで

■受付時間　

　８：３０～１７：００まで

　（土・日曜日、祝日を除く）

■申込方法

　水道課まで直接ご連絡ください。

　お申し込みの際に、住所、氏名、年齢、

　電話番号等を伺います。

■支払方法

　配達時に現金でお支払いください。

■価格

『なんたん水』

１箱２，８８０円（税込）

【２４本入り】

『串本の水』

１箱４，８００円（税込）

【宇宙兄弟ラベル２４本入り】

©
小
山
宙
哉
／
講
談
社

※ お申し込みは、１箱単位でお願いします。

総務課からのお知らせ

お知らせワイド
information

■募集団地 　※入居の際には、家賃３か月分の敷金および緊急連絡人２名の設定が必要です。
団 地 名 建設年度 所 在 地 間取り・構造 募集戸数 月額家賃 備 考

前地西団地2
（C08号） 平成26年度 和深４５３番

地１０
２LDK

木造平屋建て
１戸

11,100円
～

21,800円

・浄化槽清掃料、
　保守料入居者負担
・ZTV引込工事、
　利用料入居者負担

上田ノ岡第2団地
（A02号、B04号）平成27年度

和深５９６番
地１５

２LDK

木造平屋建て
２戸

11,200円
～

22,000円

・浄化槽清掃料、
　保守料入居者負担
・ZTV引込工事、
　利用料入居者負担

前地南団地
（A02号） 平成２９年度 和深７２３番

地１
２LDK
木造平屋建て １戸

11,400円
～

22,500円

・浄化槽清掃料、
　保守料入居者負担
・ZTV引込工事、
　利用料入居者負担

町営住宅入居者募集のお知らせ

■申し込み等の日程（※土・日曜日、祝日は除く）
・申込用紙の配布、受付
　[期　間 ]　  １１月６日（木）～１１月１９日（水） 　８：３０～１７：１５

　[場　所 ]     【配布】 総務課（役場２階）または住民課（役場１階）で配布します。また、配布

場所まで行くことが困難な場合など、ご希望があれば郵送します。（総務

課までご連絡ください）※町ホームページからもダウンロードできます。

　　　　　　　 【受付】総務課（役場２階）

　　　　　　　　　　　※ 宇宙ふれあいホールＳｏｒａ－ｍｉｒｕ（旧古座分庁舎）や郵送での受

付はしておりませんのでご注意ください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

■申込資格
（１）串本町内に住所または勤務先を有する方

（２） 現に住宅に困窮していることが明らかな方

　　 【原則として、持ち家のある方や現在

公営住宅に入居している方（世帯分離

し、独立される方を除く）は申し込み

できません】

（３） 同居しようとする親族があり、本人を

含めて２人以上の世帯であること

　　 ただし、老人、身体障がい者、その他

特に居住の安定を図る必要がある者と

して条例で定める方については、単身

で入居することができます。

（４）町税等の滞納がないこと

（５） 本人および同居人の収入を加算して、

年間所得金額が条例の規定以内である

こと

（６）本人および同居人が暴力団員でないこと　　

※その他の事項は法令を遵守します。

※ 申込書類の受付後、調査により、申込資

格がない方または資格が確認できない方

は失格となることがあります。（この場

合、町営住宅に入居できません）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

■申し込みに必要な書類
①町営住宅入居申込書

②収入証明書（課税証明書または源泉徴収票等）　　

③町税等納付状況調査同意書　④住民票　

⑤婚約証明書（該当者のみ）

※ ②（課税証明書）、④（住民票）については、

町営住宅入居申込書にマイナンバー（個

人番号）をご記入いただくことで、提出

を省略できます。

――――――――――――――――――――――――――――――
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お知らせワイド
information

総務課からのお知らせ

災害用伝言サービスの開放について
　ＮＴＴ西日本が提供する災害用伝言サービスには、電話を利用する声の伝言板「災害用伝言ダイ

ヤル１７１（電話サービス）」とインターネットを活用する「災害用伝言板ｗｅｂ１７１」があります。　　　　　　　　　　

　地震などの大きな災害が発生すると、被災地への電話が殺到し、回線が大変混雑してつながりに

くくなります。このサービスは、電話による安否確認の連絡が取りにくいときの、被災地域内やそ

の他の地域の方々との伝言板です。

　串本町では、津波避難訓練の開催にあわせて、１１月３日（月・祝日）に「災害用伝言ダイヤル

１７１（電話サービス）」と「災害用伝言板ｗｅｂ１７１」を町内全域で開放します。ぜひ、この

機会に、災害用伝言サービスを活用し、伝言の録音・再生方法などの手順をご確認ください。

◇災害用伝言サービスに関するお問い合わせ先◇　
　ＮＴＴ総合受付窓口　℡０８００‐２０００１１６
　Ｗｅｂでの案内はこちら→ https://www.ntt-west.co.jp/dengon/subject/
◇訓練等に関するお問い合わせ先◇
　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

　ご利用方法

「災害用伝言ダイヤル１７１」

【伝言の録音方法】

①「１７１」にダイヤルする。

②録音する場合は「１」を押す。

　�（暗証番号を利用する録音は「３」　

を押す。）

③�被災地の方などの電話番号、携帯電

話・ＩＰ電話の電話番号をダイヤル

してください。

※市外局番からダイヤルしてください。

【伝言の再生方法】

①　「１７１」にダイヤルする。

②　再生する場合は「２」を押す。

（暗証番号を利用する再生は「４」を

押す。）

③　被災地の方などの電話番号、携帯

電話・ＩＰ電話の電話番号をダイヤル

してください。

※市外局番からダイヤルしてください。

「災害用伝言板Ｗｅｂ１７１」

【登録方法】

① https://www.web171.jp にアクセス

②電話番号を入力

※�被災地の方などの電話番号、携帯電

話・ＩＰ電話の電話番号をダイヤル

してください。

※市外局番からダイヤルしてください。

③�画面の指示に従って、文字による伝

言を登録してください。

【閲覧方法】

① https://www.web171.jp にアクセス

②電話番号を入力

※�被災地の方などの電話番号、携帯電

話・ＩＰ電話の電話番号をダイヤル

してください。

※市外局番からダイヤルしてください。

③�画面の指示に従って、文字による伝

言の追加登録をしてください。

お知らせワイド
information

総務課からのお知らせ

串本町津波避難訓練を実施します
■日時　　　　１１月３日（月・祝日）　９：００～（防災行政無線で放送）　　　　　　　　　　　

■訓練内容　　�令和７年１１月３日（月）午前９時頃、紀伊半島沖から四国沖

を震源とするマグニチュード９．１の大地震発生を想定。気象庁は午前９時００分

に串本町沿岸に大津波警報（特別警報）を発表する。住民等はただちに最寄りの避

難場所等に避難を開始する。

※�訓練の実施については、各地区によって日程等が異なる場合があります。

※�避難訓練は、自らの生命を守るための訓練です。各地区で実施しますので、そろってご参加をお

願いします。

※�津波ハザードマップを町内の各家庭に配布していますが、お子さまやお年寄りの方など、避難場

所をご存じない場合があります。この機会にご家族や親族、また近所の方々で確認し合いましょう。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　防災・防犯グループ　℡　０７３５‐６２‐０５５５

■日時　１１月５日（水）　１０：００～（予定）

■場所　串本町内全域

■内容　�午前１０時に防災行政無線で「緊急地震

速報」を放送しますので、家庭や職場な

どで、机の下に隠れるなどして身を守る

シェイクアウト訓練にご協力ください。

シェイクアウト訓練とは、地震の際の
安全確保行動「まず姿勢を低く、頭を
守り、動かない」を身につける訓練です。

※�緊急地震速報とは、地震の発生直後に、各地での強
い揺れの到達時刻や震度を予想し、可能な限り素早
く知らせる情報のことです。

「緊急地震速報」の伝達訓練を実施します

　新宮警察署、串本海上保安署、航空自衛隊串本分屯基地、串本町消防本部

など町内官公署等の防災連携強化を目的とした合同防災訓練を実施します。

令和７年度「串本・古座川官公署等連絡協議会令和７年度「串本・古座川官公署等連絡協議会
合同防災訓練」を実施します合同防災訓練」を実施します

■日時　１１月９日（日）９：００～１２：００（予定）

■場所　上野山防災広場

■内容　�海上・陸上輸送訓練、情報収集・現地対策本部設置訓練、救護所設営訓練、車両救出訓練、

火災消火訓練、瓦礫撤去訓練、倒壊家屋救出訓練

※見学は自由となっております。

※悪天候等で中止する場合は、町内放送でお知らせいたします。

昨年の訓練の様子
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お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐６７‐７２１７

住民課からのお知らせ

生ごみ処理容器および
電気式生ごみ処理機購入費補助金について
　串本町では、家庭から出る生ごみを減らし、堆肥としての有効活用を促進するため、

生ごみ処理容器または電気式生ごみ処理機を購入される方に、購入費用の一部を補助

します。

■申請対象者■申請対象者（下記①～④すべての要件に該当する方）（下記①～④すべての要件に該当する方）
①串本町に住民登録されている方

②串本町内の販売店から容器または処理機を購入した方

③�維持管理の徹底を行い、ごみの減量化および堆肥

としての資源化を図ることができる方

④町税等を滞納していない方

対 象 品 目 補 助 金 額 

（１） EM容器
（１世帯につき２個／年まで） 本体価格の2分の1（１００円未満切捨て）

※上限3,000円
（２） コンポスト

（１世帯につき１個／年まで）

（３） 電気式生ごみ処理機
（１世帯につき１個／年まで）

本体価格の2分の1（１００円未満切捨て）
※上限20,000円

■補助金額■補助金額

■提出書類■提出書類
①補助金交付申請書

②町税等納付状況調査同意書

③領収書

④保証書（※電気式生ごみ処理機の場合）

提出書類の①・②については、住民課に用意しています。

（�町ホームページからもダウンロードできます）

産業課からのお知らせ

狩猟の解禁について
　１１月１日から和歌山県下の狩猟が解禁となります。狩猟は周囲の

状況を十分に確認して行われますが、山菜採りやウォーキングなどで

入山される際は、「山中でも目立つ服装をする」、「ラジオなど音の出

るものを携行する」などご協力をお願いいたします。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　産業課　農林水産グループ　　℡　０７３５‐６２‐０５５８

対 象 鳥 獣 狩 猟 期 間

イノシシ・ニホンジカ １１月  １日～令和８年３月１５日

イノシシ・ニホンジカ以外の狩猟鳥獣 １１月１５日～令和８年２月１５日

◎串本町を含む和歌山県下の狩猟期間は、次のとおりです。

お知らせワイド
information

企画課からのお知らせ

暴力や人権尊重について今一度考えてみませんか？
１１月１２日 ( 水 ) ～１１月２５日 ( 火 ) は

「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です

女性に対する暴力根
絶のシンボルマーク

　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許さ

れるものではありません。特に、配偶者等や交際相手からの暴力 ( ＤＶ、

デートＤＶ )は、時として犯罪行為ともなる重大な人権侵害で、被害者は

多くの場合女性です。

　この運動をきっかけとして、人権の擁護と男女共同参画社会の実現に向

けて、これらの暴力を容認しない社会づくりをすすめましょう。

ひとりで悩まず、まずは相談を

全国共通ＤＶ相談ナビ  ＃ 8
は れ れ ば

008
※通話料が発生します。
※最寄りの相談窓口につながります。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　議会事務局　℡　０７３５‐６７‐７２６１

串本町議会からのお知らせ

議会報告会を開催します
　串本町議会では、町民の皆さんに議会活動や取組状況を知っていただき、

議会を身近に感じていただく場として、議会報告会を開催いたします。

　どなたでもご参加いただけますので、どうぞお気軽にお越しください。

■日時　１１月９日（日）

　　　　１３：３０～１５：００

　　　　（受付１３：００～）

■場所　串本町図書館２階　多目的ホール

※�当日は、受付にて住所・氏名等をご記入願

います。

※�報告会の記録のために写真を撮影いたしま

す。あらかじめご了承ください。

自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官（学生）等の募集案内

◇お問い合わせ先◇　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所　℡　０７３５‐２１‐３４４９　

受 験 種 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試験日・試験会場

自衛官候補生 １８歳以上３３歳未満の方
（採用予定月末日現在の年齢）

随　時
■試験日　受付時にお知らせします。

■会場　　自宅等（Web 試験）
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大切なお知らせ大切なお知らせ
医療機関のかかり方

マイナンバーカードを医療機関等窓口に設置しているカードリーダーにより受付してくださ

い。操作方法等は医療機関等窓口の方にお問い合わせください。

「マイナ保険証」をお持ちの方

これまでの保険証と同様に、医療機関窓口で提示してください。高額な治療を受ける場合は、

事前に役場住民課で限度額認定証等の申請が必要です。

「資格確認書」をお持ちの方

これまで７０歳から７４歳までの方の負担割合を示すために発行していた高齢受給者

証は、マイナ保険証をお使いいただけるとオンライン資格確認により負担割合が確認

できることや、資格確認書に負担割合を記載するため１２月２日以降廃止となります。

70歳以上の方の高齢受給者証について

「マイナ保険証」を使うメリット

〇「マイナ保険証」を利用するためには次の手続きが必要です

①マイナンバーカードを申請（申請方法は複数あります）※詳しくは住民課まで

②役場住民課窓口で受け取り（役場で申請いただいた方には郵送もできます）

③マイナンバーカードを健康保険証として使えるよう利用登録

　※４桁の暗証番号が必要です。

データに基づく適切な医

療が受けられる

自身の健診情報を確認で

き、健康管理が充実

医療機関で限度額以上の

支払いが免除に

健診の結果や過去に処方

された薬の情報が医師や

薬剤師と共有されるため、

データに基づいた適切な

医療が受けられます。

「マイナポータル」を利

用すれば、健康記録や薬

剤情報を閲覧できるので、

きめ細かな健康管理がで

きます。

医療費が高額になったと

き、「限度額適用認定証」

を提示しなくても、自己

負担限度額以上の支払い

が免除されます。

転職や転居をしても保険

証の切り替えが不要

転職や転居をした場合で

も同じカードを使えます。

※�保険者（国保や健保協

会等）への手続きは必

要です。

医療費控除の確定申告が

簡単に

医療費控除を受けるため

の確定申告で、領収書を

提出する必要がなくなり、

簡単な手続きで行えるよ

うになります。

電子処方箋で薬の受け取

りがスムーズに

紙の処方箋に代わる「電

子処方箋」を簡単に利用

でき、処方の待ち時間が

短縮されるなど薬の受け

取りが便利になります。

◎お問い合わせは役場住民課まで
　℡　０７３５‐６２‐０５６１

　国の制度改正により、昨年１２月２日より、これまでの健康保険証を廃止し、マイナンバーカー

ドを健康保険証として利用する仕組みに移行しています。

　現在お持ちの保険証は、今年の１２月１日（７５歳に到達する方は誕生日の前日まで）に有効

期限が満了します（それまでは使用可能です）。

　マイナ保険証の保有状況に応じて「資格確認書」か「資格情報のお知らせ」を１１月中に送付

しますので、医療機関等受診時にご利用ください。

「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を送付します

住民課　国保係から住民課　国保係から

　マイナ保険証を保有していない方（マ

イナンバーカードを作っていない、作っ

ているが保険証利用登録をしていない、

マイナンバーカードの電子証明書の有効

期限が切れている等）に発行します。

　これまでの保険証と同様に、医療機関

等受診時に提示することで保険診療を受

けることができます。

「資格確認書」とは・・・

　マイナ保険証を保有している方に発行

します。国民健康保険の資格に関する情

報（被保険者番号、適用開始年月日等）

が記載されており、自身の国民健康保険

の資格に関する情報が把握できます。

　医療機関等のカードリーダーが使えな

いときなどにマイナンバーカードと一緒

に提示することで保険診療を受けること

ができます。

「資格情報のお知らせ」とは・・・

「資格確認書」「資格情報のお知らせ」の有効期限について

　今回発行する資格確認書、７０歳以上の方の資格情報のお知らせの有効期限は、令和８年７月

３１日（それまでに７５歳に到達する方は誕生日の前日まで）です。それ以降発行するものにつ

いては翌年７月３１日が有効期限となり、１年ごとに更新します。７０歳未満の方の資格情報の

お知らせについては有効期限の記載はありません。

マイナ保険証には

さまざまな利点が

あります。ぜひ活

用してください。
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お知らせワイド
information

ポラリスからのお知らせ

発達障害に関する講演会を開催します

　信州大学医学部精神医学教室・子どものこころの発達医学教室 准教授 篠山大明先生による講演

を実施します。

◇お問い合わせ先◇
　和歌山県発達障害者支援センターポラリス　℡　０７３‐４１３‐３２００

～児童精神科医に聞こう！あらためて知りたい発達障害　『発達障害を理解すること』～

■日時　１２月６日（土）

　　　　１４：３０～１７：００

　　　　（１４時より受付開始）

■会場　ハナヨアリーナ

　　　　ガーデンホテルアリーナ敷地内

　　　　（田辺市文里２丁目３６－４０）　

■費用　無料　

■定員　３００名

■対象　発達障害に関心のある皆さま

■申込期限　定員に達した時

■申込方法
　右の二次元コードよりお申込み

ください。もしくは、ポラリスの

ＨＰからもお申込みできます。

■共催　・社会福祉法人やおき福祉会

　　　　・和歌山自閉症協会

　　　　・和歌山県発達障害者支援センター

　　　　　ポラリス

和歌山県からのお知らせ

第３回空き家バンクセミナー
　和歌山県では、空き家に関するセミナーを実施します。

　利用する予定のない住宅を空き家バンクに登録し、空き家の

問題解決に向けて一歩動き出してみませんか？　参加は無料

で、原則予約制となっています（予約に空きがあれば当日でも

ご参加いただけます）。

※ 本事業は和歌山県から委託を受けた和歌山県地域おこし協力隊が（一社）ミチル空間プロジェク

トと連携して実施するものです。

■日時　１１月１５日（土）

　　　　１３：３０～１５：００

■定員　２０名程度　

■会場　東牟婁振興局　地階第３会議室

　　　　（新宮市緑ヶ丘２丁目４－８）

◇お問い合わせ先◇
　東牟婁振興局地域づくり課　　℡　０７３５‐２１‐９６２７
　【受付時間】９：００～１７：４５（土・日、祝日を除く）

■申込方法
　右の二次元コードからお申し込

みいただくか、お問い合わせ先に

ご連絡ください。

■申込期限　１１月１０日（月）

11月の行事カレンダー11月の行事カレンダー

日 曜 内容 担当
6 木 １歳８か月児健診 子

７ 金 未就園児親子教室「きらきらくらぶ」 子

７ 金 LUNAヨガⅡ－① 保

10 月 男性の料理教室③ 保

14 金 産前産後サポート「クッキングの会」 子

日 曜 内容 担当
17 月 有酸素運動教室 保

21 金 未就園児親子教室「きらきらくらぶ」 子

21 金 LUNAヨガⅡ－② 保

27 木 ４・１０か月児健診 子

29 土 健康ウォーキング教室　第2弾 保

◎イベントや事業の詳細は、各担当までお問い合わせください。

健康だより

　さわやかな秋の空気の下、景色を楽

しみながら一緒に歩きませんか？

■内容　歩き方実技、ストレッチ方法など

　潮岬望楼の芝から潮御崎神社周辺を歩きます。　

　※雨天☂の場合は串本町立体育館

■講師　健康運動指導士　杉浦　資史　先生

■日時　１１月２９日（土）９：００～１１：３０

　　　　受付８：４５～

■定員　２０名

■持ち物　��飲み物、タオル、帽子、運動靴、レジャー

シート（ストレッチで使用）

■申込方法　�二次元コードを読み取り

お申し込みください　➡

（１１月１日から申込可）

お申し込み・お問い合わせ先はマークをご確認ください。

保 保健センター　　　　　　　　　�６２ - ６２０６

子 子育て世代包括支援センター　　�６７ - ７００７

地 地域包括支援センター　　　　　�６２ - ６００５

健康ポイント付与メニュー　→

有酸素運動教室参加者募集保

■日時　１１月１７日（月）１３：３０～１４：３０

■場所　串本町立体育館

■定員　３５名（先着順）

■持ち物　室内シューズ・タオル・飲み物・マット

■申込期限　１１月１２日（水）

■申込方法　�二次元コードを読み取り

　　　　　　お申し込みください　➡

　　　　　　（１１月１日から申込可）

※�定員に達し次第受付を終了します。

産前産後サポート≪クッキングの会≫子

　みんなでおいしいおやつを手作りし、食べなが

らホッと一息つきませんか。

■日時　１１月１４日（金）１３：３０～１５：００

■場所　串本町文化センター　１階調理室

■スタッフ　管理栄養士、町助産師、母子保健推進員

■対象者　�妊娠中から１歳までのお子さんのお母さん　　　　　

※�お子さんと一緒に参加を希望される

方は、事前にお申し出ください。

■持ち物　　エプロン・母子健康手帳

■申込期限　１１月１０日（月）まで

■申込方法　�二次元コードまたは電話

でお申し込みください。

健康ウォーキング教室第2弾保

　認知症の方や、そのご家族、住民

の方などが気軽に集まり、相談でき

るカフェを開きます。

　今回は、地域包括支援センターの

保健師や社会福祉士が参加します。

　高齢者の介護や福祉に関する日々の生活の心配

ごとなども相談できますので、お気軽にお越しく

ださい。

■日時　１１月１２日（水）１３：３０～１５：００

■会場　串本町文化センター　２階　会議室Ｂ

※�肌に触れることにより、心と体がリラックスす

るハンドセラピーもあります。

　（先着３名・１人２０分）

串本地区　オレンジカフェ
～認知症カフェ、

高齢者のための相談会～
地
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　認知症に関する基礎知識と理解を

深め、地域でできる支援につなげるた

めの講座です。受講者には「ピンバッ

チ」をお渡しします。

　ぜひこの機会に、認知症とその対応について一

緒に学びましょう。

■講師　　認知症看護認定看護師　寺島　真由美

■対象者　認知症サポーター養成講座修了者

【古座会場】

■日時　１１月１８日（火）

　　　　１４：００～１５：３０

■場所　Ｓｏｒａ－Ｍｉｒｕ　３階　大会議室

■申込期限　１１月１７日（月）

【串本会場】
■日時　１１月２７日（木）

　　　　１４：００～１５：３０

■場所　串本町文化センター　２階　会議室Ａ

■申込期限　１１月２６日（水）

認知症サポーターステップアップ講座地

　帯状疱疹定期予防接種については、

対象の方へ４月にご案内を郵送してい

ます。

　接種を希望される方は、医療機関へ事前予約の

うえ接種してください。費用助成は生涯で１回の

みです。詳細につきましては、同封の通知をご確

認ください。

■組換えワクチンを接種する方
　２か月以上の間隔をあけ、令和８年３月末まで

に２回の接種を終えるようにしてください。２回

目が令和８年４月以降になると費用の助成はでき

ません。（全額自己負担）

■予診票
　全ての項目に責任をもって記入し、記入漏れが

ないようにしてください。

※�通知・依頼書・予診票を紛失された場合は、再

発行できますので保健センターまでご連絡くだ

さい。

帯状疱疹の定期接種について保

介護予防教室「ココカラアップ」参加者募集地

　町では、６５歳以上の方を対象に、仲間と一緒に楽しく体を動かす介護予防教室「ココカラアップ」

を開催しています。

「ココカラアップ」とは？
リハビリ専門家監修の、運動強度がやや高めの本格的トレーニン

グ教室です。町内２事業所に委託し、インストラクターが一人ひ

とりの体力に合わせて丁寧にサポート。運動が久しぶりの方も安

心して参加できます。

【募集のご案内】
■対象　町内在住の６５歳以上の方

　　　　※�要支援・要介護認定を受けている方

はご相談ください。

■内容　次の会場で、週１回運動を実施します

　　　　（利用期間は１年間）

��　　　�筋力トレーニング、有酸素運動、バラ

ンストレーニングなど

〜「１０年後も元気！」を合言葉に、ココロもカラダもいきいき健康に〜

■会場
　【会場１】��Ｆｉｔｎｅｓｓ－ｓｔｕｄｉｏ　

　　　　　　ゼロプラス

　【会場２】　南紀鍼灸院・接骨院

■お申し込み　※地域包括支援センターまで
　お電話でお申込みいただいた後、後日、簡単

な体力測定、保健師の面接があります。

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（９月受付分　敬称略）
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　きちんと分別ができていないごみが出されていた場合、

黄色いシールが貼られ収集されません。

　もし、自分が出したごみが黄色いシールを貼られて収集

されていない場合は、一度持ち帰り、分別し直したうえで

再度出し直してください。そのまま放置されますと、ごみ

ステーションの他の利用者や近隣の住民の方の迷惑となり

ますので、ご協力をお願いします。

　詳しいごみ出しのルールや分別につきましては、『ごみカレンダー』・

『ごみの分け方・出し方（分別早見表）』をご確認ください。

黄色いシール

　宝嶋クリーンセンターでは、町民の皆さまから排出さ

れた可燃ごみを焼却処理しています。

　日頃より皆さまには、ごみの適正な排出にご協力いた

だいているところですが、焼却炉から排出される残渣（燃

えかす）の中に、「不燃ごみ」の混入が多々見受けられます。

　これらの不適切な混入物は、設備の故障や火災、施設

職員の安全を脅かす要因となり、非常に危険です。

　皆さまのご協力が、安全で円滑なごみ処理につながり

ます。

　ごみの正しい分別に、より一層のご協力をよろしくお

願いします。

処理不適物の混入について
≪混入していた処理不適物≫≪混入していた処理不適物≫

◇お問い合わせ先◇　
　串本町古座川町衛生施設事務組合　　℡　０７３５‐６７‐７２２５（記事に関すること）
　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐６７‐７２１７（分別に関すること）

黄色いシールにご注意！
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基
礎
控
除
の
改
正
関
係
説

明
会
・
年
末
調
整
説
明
会

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
「
基
礎
控
除
等

の
見
直
し
及
び
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創

設
」
お
よ
び
令
和
７
年
分
の
源
泉
所
得
税

の
年
末
調
整
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
昨
年

と
の
変
更
点
や
留
意
事
項
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
、
必

ず
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
等

●
11
月
20
日
（
木
）

　
基
礎
控
除
の
改
正
関
係
説
明
会 

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

　
年
末
調
整
説
明
会

　
　
午
後
２
時
10
分
～
午
後
４
時

串本町の人口と世帯

令和７年９月末現在（前月比）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

１件
０件
７件
８件

※令和７年９月末現在

交通
急病
その他
合計

４７件
７００件
２２１件
９６８件

※令和７年９月末現在

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

　
会
場
：
和
歌
山
東
漁
業
協
同
組
合

●
11
月
21
日
（
金
）

　
基
礎
控
除
の
改
正
関
係
説
明
会 

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

　
年
末
調
整
説
明
会

　
　
午
後
２
時
10
分
～
午
後
４
時

　
会
場
：
新
宮
商
工
会
議
所

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
　
新
宮
納
税
協
会
　

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
３
６
９
８

消

防

フ

ェ

ア

の

開

催

に

つ

い

て

　
次
の
日
程
で
消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　
11
月
１
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　
道
の
駅
く
し
も
と
橋
杭
岩
　
駐
車
場

▼
内
容

　 

地
震
体
験
（
起
震
車
）
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
推
進
、
消
防
車
か
ら
の
放

水
体
験
、
消
火
器
取
り
扱
い
体
験
、
救

急
車
・
消
防
車
撮
影

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
消
防
本
部

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
１
１
９

樫

野

埼

灯

台

一

般

公

開

（

無

料

）

▼
日
時
　

　
11
月
15
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
概
要
　

　
灯
台
内
部
公
開

　
串
本
古
座
高
校
Ｃ
Ｇ
Ｓ
部
活
動
発
表

　
※
小
雨
決
行
（
順
延
な
し
）

救急件数（1月からの累計）

人口
男性 
女性 
世帯

１３，５５７人（－３０）
６，４５９人（－１７）
７，０９８人（－１３）

７，７５９世帯（－１３）

お
知
ら
せ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

▼
最
低
賃
金
の
名
称

　
和
歌
山
県
最
低
賃
金

▼
最
低
賃
金
額

　
時
間
額
１
，
０
４
５
円
　

▼
効
力
発
生
日

　
令
和
７
年
11
月
１
日

▼
適
用
範
囲

　
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
使
用
者

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　
和
歌
山
労
働
局
　
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
℡
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２

部

落

差

別

の

な

い

社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
和
歌
山
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
結

果
、
同
和
問
題
は
解
決
へ
と
向
か
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
今
も
な
お
、
同
和
地
区
を
避

け
る
目
的
で
同
和
地
区
の
所
在
を
県
や
市

町
村
に
問
い
合
わ
せ
る
行
為
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
特
定
の
地
域
が
同
和
地

区
で
あ
る
と
指
摘
す
る
投
稿
、
同
和
関
係

者
を
誹
謗
中
傷
す
る
投
稿
を
行
う
な
ど
の

部
落
差
別
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
部
落
差
別
の
解
消
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
則

り
、
教
育
・
啓
発
、
相
談
対
応
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
投
稿
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
等
に
削
除
要
請
す
る
な

ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
部
落
差
別
は
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
過
去
の

問
題
で
は
な
く
現
実
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
認
識
い
た
だ
き
、
部

落
差
別
解
消
に
向
け
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の
相
談
窓
口

・
（
公
財
）
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
‐
４
２
１
‐
７
８
３
０

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
４
２
１

・
和
歌
山
県
人
権
政
策
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
５
４
０

※ 

各
振
興
局
総
務
県
民
課
で
も
相
談
可
。

弁

護

士

に

よ

る

「
特
設
人
権
相
談
」

　
和
歌
山
県
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
の

「
人
権
週
間
」
に
お
い
て
、
弁
護
士
に
よ

る
人
権
相
談
（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

日
時

　
12
月
７
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
田
辺
海
上
保
安
部
　
交
通
課

　
℡
０
７
３
９
‐
２
２
‐
２
０
０
１

税

を

考

え

る

週

間

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
国

民
の
皆
さ
ま
に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税

務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
集
中
的
に
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
特

設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
宮
税
務
署

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
５
２
６
１

和
歌
山
県
最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃

金
額
を
労
使
合
意
で
定
め
て
も
、
法
律
に

よ
り
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額

の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

相
談

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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◎
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

〈
面
接
相
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
〉

　
℡
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
４
２
０

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
４
２
１

　
開
設
日
：
奇
数
月
…
第
２
土
曜
日
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
偶
数
月
…
第
２
・
４
木
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
、
原
則
、
そ
の
翌
日

　
時
間
：
午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
県
人
権
政
策
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
１

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
５
４
０

※
各
振
興
局
総
務
県
民
課
で
も
相
談
可
。

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
11
月
19
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　11
月
５
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

　
※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

各
種
相
談
に
つ
い
て

◎
人
権
・
行
政
相
談

▼
日
程

　
11
月
20
日
（
木
）

　
会
場
：
中
湊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
は
、

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分
で
す
。

▼
納
期
限

　12
月
１
日
（
月
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

・
介
護
保
険
料
（
８
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
５
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
ま
で
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

　
（
１
件
あ
た
り
約
30
分
）

▼
場
所

　
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
４
１
０
会
議
室

※ 

各
振
興
局
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

相
談
も
可
能
。

▼
申
込
等

　
事
前
申
込
み
（
先
着
６
名
）

※ 

11
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
受
付

開
始
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　
和
歌
山
県
人
権
政
策
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
５
４
０

人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
和
歌
山
県
で
は
、
人
権
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
（
公
財
）

和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
人
権
相

談
員
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口

（
公
財
）
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

◎
常
設
相
談

〈
電
話
相
談
、
面
接
相
談
〉

　
℡
０
７
３
‐
４
２
１
‐
７
８
３
０

　
FAX
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
４
２
１

　
開
設
日
：
月
～
金
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

今
月
の
納
税

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 　

町民の皆さまへ

大阪・関西万博とHYDE（ハイド）
　１８４日間にわたり開催された大阪・関西万博が無事に幕

を閉じました。当初はマスコミの評判もあまり高くなかった

ものの、最終的には一般来場者が２，５００万人を超える大

成功の結果となり、心から嬉しく思います。

　私は、和歌山県が主催するイベント「和歌山ＤＡＹ」の日（１０月３日）に会

場を訪れました。予想以上に各パビリオンとも大人気で、入館が難しく、途中で

パビリオン巡りは諦
あきら

め、その日予定されていたロックバンド「Ｌ’Ａｒｃ〜ｅｎ

〜Ｃｉｅｌ（ラルク アン シエル）」のボーカル、和歌山県出身のＨＹＤＥ（ハ

イド）さんのコンサートを観に行くことにしました。

　以前は１９７０年代のロックグループ、「グランド・ファンク」や「ディープ

・パープル」、「ローリングストーンズ」が好きでよく聴いていた私でしたが、

ＨＹＤＥさんのパフォーマンスは私の思っていた音楽とは趣が異なり、昭和の音

楽に親しんできた私は、ただただ圧倒されるばかりでした。

　約１万５千人に及ぶ観客は２０代から４０代の女性が中心。その熱気が渦巻く

中で演奏が始まったのですが、ＨＹＤＥさんの楽曲にはこれまで十分に触れてこ

なかったこともあり、最初の１０分間は全部同じ曲に思えてしまいました。

　それでも１時間余りのステージの最後に、私が知っていたＬ’Ａｒｃ〜ｅｎ〜

Ｃｉｅｌのヒット曲「ＨＯＮＥＹ」が演奏された時には嬉しい気持ちになり、和

歌山が誇るスーパースターの生演奏が聴けたことに感動し、来て良かったと思い

ました。

　帰り道、イーグルスの「Ｈｏｔｅｌ　Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ」かリンダ・ロイ

シュタットの「ｉｔ’ｓ　ｓｏ　ｅａｓｙ」も聴けたら最高だっただろうなと思

いながら、夕暮れの会場を後にした次第です。

串本町長　田嶋 勝正
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ＪＲ紀勢本線を未来へつなぐために
～新宮白浜間の鉄道利用促進にご協力ください～

　紀勢本線（新宮～白浜間）は、地域の暮らしや観光を支える大切な交通手段です。しかし、利用者の

大幅な減少（ＪＲが発足した昭和６２年度比　約７６．７％減）により、将来的な路線の維持が課題となっ

ており、令和５年１０月から紀勢本線活性化促進協議会 新宮白浜区間部会において同区間の利用状況

の共有、数値目標の設定、目標達成に向けた利用促進策の議論・実施等を行っています。

　令和７年１１月４日から「特急くろしお」の増便実証実験をはじめ、以下の利用促進策を実施します

（国交省補助金を活用して実施）。

特
急
列
車
増
便
！

特
急
列
車
増
便
！

皆さまの乗車が、鉄道の未来を支える力に！
今こそ、「特急くろしお」をご利用ください！

紀勢本線活性化促進協議会 新宮白浜区間部会

■特急くろしお増便実証実験（注）
＜期間＞１１月４日～令和８年３月３１日

　月～木曜に１往復増、合計１日６往復に！

■学生団体利用促進補助
　�新宮～白浜間を利用し、校外学習・教育旅

行・スポーツ合宿での団体利用に対し、新

宮～白浜間の運賃相当額を全額補助！

■ＷＥＳＴＥＲポイントバック
＜期間＞１１月４日～１２月３１日

　�新宮～白浜間の特急停車駅

からＩＣＯＣＡで乗車＆Ｉ

ＣＯＣＡエリア内下車で運

賃１０％をＷＥＳＴＥＲポイントで還元！

（予算終了まで）
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始
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行
開
始
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年
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（注）串本駅発の増便　→　■大阪方面行　１５：５７　■新宮方面行　１２：５６

　　�古座駅発の増便　→　■大阪方面行　１５：４９　■新宮方面行　１３：０５


